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竹
の「
か
ご
」に
人
を
乗
せ
、
一
本

の
長
柄
を
前
後
二
人
の
人
間
が
担
い

で
運
ぶ
駕
籠
は
、
安
土
桃
山
時
代
以

降
に
普
及
し
た
も
の
で
、
装
飾
を
施

し
た
高
級
な「
乗
物
」と
、
一
般
的
な

「
駕
籠
」の
二
種
に
大
き
く
分
け
ら
れ

ま
す
。「
乗
物
」は
、
公
家
や
国
持
大

名
等
の
特
別
な
身
分
に
の
み
使
用
が

許
さ
れ
た
も
の
で
す
。「
駕
籠
」に
は
、

大
名
の「
御
忍
駕
籠
」や
武
家
の「
権

門
駕
籠
」、町
方
の
富
豪
が
使
用
す
る

「
法
泉
寺
駕
籠
」や「
あ
ん
ぽ
つ
」、
庶

民
用
の
簡
素
な「
四
つ
手
駕
籠
」な
ど

数
多
く
の
種
類
が
あ
り
ま
し
た
。

　

町
指
定
有
形
民
族
文
化
財
「
徳
蔵

寺
の
駕
籠
」
は
、
江
戸
時
代
の
徳
蔵

寺
歴
代
住
職
が
使
用
し
た
寺
院
用
の

駕
籠
で
す
。
駕
籠
本
体
は
、
黒
彩
の

杉
材
と
朱
彩
の
網
代
、
金
属
の
飾
板

か
ら
な
り
、
前
・
後
面
の
窓
と
出
入

り
口
の
窓
に
は
、
簾
を
掛
け
て
い
ま

す
。
出
入
り
口
は
引
き
戸
で
、
乗
降

の
際
に
は
屋
根
の
一
部
が
上
が
り
ま

す
。
駕
籠
内
部
に
は
肘
掛
を
設
え
、

右
側
の
引
き
戸
に
は
三
つ
笹
竜
胆
紋

を
毛
彫
り
し
た
金
属
板
を
付
け
て
い

ま
す
。
全
長
は
一
〇
三
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
、
全
高
は
九
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
、
全
幅
は
七
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

で
、
重
量
は
二
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
ほ
ど

で
す
。

　

現
状
は
か
な
り
傷
ん
で
は
い
ま
す

が
、
県
内
で
は
数
少
な
い
寺
院
駕
籠

と
し
て
貴
重
な
存
在
で
す
。
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山
百
合
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香
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坂
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ぶ
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今
瀬
　
多
代
美
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送
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揃
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英
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ど
こ
か
ら
も
汗
の
吹
き
出
て
生
き
て
を
り
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千
賀
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稲
穂
ず
つ
し
り
と
豊
作
の
兆
し
な
り
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カ
ー
テ
ン
数
へ
き
れ
な
い
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検
診
の
十
日
前
か
ら
酒
を
断
ち

　
　
　
　
　
　 

富
田
　
多
蔵

白
衣
見
て
上
る
血
圧
検
診
日

　
　
　
　
　
　 

車
田
　
綾
子

蛙
君
う
ま
く
逃
げ
た
ね
草
刈
機

　
　
　
　
　
　 

飯
村
　
孝
一

夏
休
み
子
供
相
談
親
が
聞
き

　
　
　
　
　
　
　 

川
原
　
清

鱗
雲
左
右
に
分
か
れ
る
下
校
列

　
　
　
　
　
　 

飯
村
　
昭
子

川
の
字
に
か
つ
て
は
眠
り
夏
座
敷

　
　
　
　
　
　 

竹
内
　
幸
子

淋
し
く
て
秋
の
風
鈴
鳴
り
に
け
り

　
　
　
　
　
　 

瀬
谷
　
博
子

漣
に
遅
れ
て
動
く
蓮
の
花

　
　
　
　
　
　 

田
口
　
勝
元

デ
イ
の
午
後
陶
芸
学
ぶ
暑
き
部
屋

　
　
　
　
　
　 

岩
下
　
金
司

青
空
へ
咲
き
ほ
こ
る
ご
と
百
日
紅

　
　
　
　
　
　 

寺
門
　
孝
子

花
を
見
る
心
の
余
裕
持
て
と
言

う
父
の
教
え
を
尊
び
生
き
る

　
　
　
　
　
　 

薗
部
　
光
子

庭
一
面
花
々
々
が
咲
き
乱
れ
ほ

め
て
る
自
分
幸
せ
な
日
々

　
　
　
　
　
　 

富
田
　
欽
子

亡
き
夫
を
家
の
宝
と
ふ
優
し
孫
娘

ら
と
面
影
語
る
お
盆
の
部
屋
に

　
　
　
　
　
　 

山
形
　
式
妙

豆
粒
の
様
な
雨
蛙
も
一
人
前
ピ
ョ

ン
ピ
ョ
ン
跳
ね
て
上
手
に
逃
げ
る

　
　
　
　
　
　
　 

枝
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連
日
の
猛
暑
の
な
か
に
咲
き
ほ

こ
る
百
日
紅
の
幹
の
か
ゞ
や
き

　
　
　
　
　
　
　 

島
　
愛
子

気
が
ね
な
く
昼
湯
に
つ
か
り
嫁
の

愚
痴
次
に
出
る
の
は
孫
等
の
自
慢

　
　
　
　
　
　 

信
田
　
育
子

深
き
雪
解
け
た
る
縁
の
両
岸
を

映
す
只
見
湖
に
遊
覧
船
行
く

　
　
　
　
　 

萩
谷
　
登
喜
子

盂
蘭
盆
に
母
と
語
ら
む
こ
も
ご

も
を
盆
提
灯
の
灯
の
も
と
に
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佐
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　片
足
の
こ
と
じ
灯
籠
の
兼
六
園

若
き
日
の
旅
思
ひ
出
だ
せ
り

　
　
　
　
　 

杉
山
　
み
ち
こ

み
ど
り
野
を
葉
音
残
し
て
駆
け
来

た
る
風
受
け
て
立
つ
吾
の
文
月

　
　
　
　
　
　 

大
森
　
久
子

ひ
と
株
づ
つ
吾
が
手
に
植
ゑ
し
紫
陽

花
の
境
内
を
彩
る
こ
の
季
が
す
き

　
　
　
　
　 
渡
辺
　
千
紗
子

下
校
し
て
会
瀨
の
海
へ
友
と
行
き

泳
ぎ
た
り
し
日
楽
し
か
り
け
り

　
　
　
　
　
　 

所
　
美
惠
子

燕
舞
ふ「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」の

窓
の
辺
に
車
椅
子
寄
せ
て
か
た
ら
ふ

　
　
　
　
　
　 

青
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